
秋 風 に 吹 か れ て

カレッジ仲間とカレッジ仲間と

奮闘中！奮闘中！

習志野市民カレッジは多様な学習を通して仲間をつくり、自己
実現を図る生涯学習の場です。今回、専攻課程園芸コースでは
ハム作りに挑戦!くん煙箱につるして桜と月桂樹でスモークす
れば、格別なハムのできあがり!
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コミュニティバス
アンケート結果
にぎわい広場・市展受賞者



〜
防
災
に
対
す
る
備
え
を
〜

〜
防
災
に
対
す
る
備
え
を
〜

　

9
月
28
日
、実
花
小
学
校
で
平
成
20
年

度
習
志
野
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
今
年
の
防
災
訓
練
は
、こ

れ
ま
で
の「
見
る
訓
練
」か
ら「
参
加
・
体

験
で
き
る
訓
練
」へ
内
容
を
見
直
し
、1
，

3
0
0
人
を
超
す
方
々
に
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
初
期
消
火
、
応
急
救
護
、

負
傷
者
救
出
、
資
機
材
組
立
の
各
コ
ー

ナ
ー
の
訓
練
に
お
い
て
、試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

た
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
真
剣
さ
が
と

て
も
伝
わ
っ
て
き
た
防
災
訓
練
で
し
た
。

私
自
身
も
、一
部
訓
練
に
挑
戦
し
て
み
ま

し
た
が
、思
い
の
ほ
か
う
ま
く
い
か
な
い

と
こ
ろ
も
あ
り
、身
を
も
っ
て
貴
重
な
体

験
を
し
た
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
、
国
の
内
外
に
お
い

て
大
地
震
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
私

は
、
多
く
の
建
物
、
特
に
学
校
施
設
が

倒
壊
し
被
害
が
拡
大
し
た
と
の
報
道
に

接
し
、
習
志
野
市
が
大
地
震
の
被
災
地

と
な
っ
た
時
の
た
め
に
、行
政
・
市
民
を

問
わ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
最
大
限
の
備
え

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
思
い
を
一
層
強
く
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
は
地
震
防
災
対

策
特
別
措
置
法（
平
成
20
年
6
月
18
日
改

正
）に
よ
り
、
大
地
震
で
倒
壊
す
る
危
険

性
が
高
い
公
立
小
中
学
校
施
設
約
１
万

棟
を
対
象
に
、市
町
村
が
実
施
す
る
耐
震

補
強
事
業
へ
の
国
の
補
助
を
引
き
上
げ

ま
し
た
。
し
か
し
、
本
市
で
は
、
平
成
16

年
度
以
降
、倒
壊
等
の
危
険
度
の
高
い
学

校
施
設
に
つ
い
て
優
先
的
に
耐
震
化
工

事
を
進
め
て
き
て
お
り
、今
回
の
国
の
補

助
引
き
上
げ
に
該
当
す
る
施
設
は
す
べ

て
本
年
度
末
で
工
事
が
完
了
す
る
た
め
、

結
果
的
に
こ
の
法
律
改
正
の
恩
恵
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
矢
先
、地
元
選
出
の
衆
議
院
議
員
か
ら

「
習
志
野
市
の
実
情
を
説
明
し
、
他
の
学

校
施
設
の
耐
震
化
を
早
期
に
実
現
さ
せ

る
た
め
に
要
望
を
し
た
ら
ど
う
か
」と
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
、私
は
同
代
議
士
と
一

緒
に
文
部
科
学
省
に
赴
き
要
望
書
を
提

出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
国
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
い
た
だ
け
る
の
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
私
は
、
国
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
引
き

続
き
学
校
施
設
の
耐
震
化
を
着
実
に
進

め
、
安
全
で
安
心
な
学
校
教
育
環
境
の

整
備
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
一
方
で
、
市
民
の
皆
様

に
よ
る
災
害
を
最
小
限
に
防
ぐ
た
め
の

準
備
と
心
構
え
も
非
常
に
重
要
で
す
。

ぜ
ひ
、市
民
一
人
ひ
と
り
の
方
々
が
、今

一
度
防
災
意
識
を
高
め
、
災
害
に
対
す

る
備
え
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

と

き

No.17

習
志
野
市
長　

荒
木　

勇

　広報習志野 6月 15日号でコミュニティバスに対するご
意見を募集したところ、多くのご意見が寄せられました。
また、3月に実施したアンケート調査、さらに 6月に実施
した市ホームページによる市民満足度調査でもさまざまな
ご意見をいただきました。
　皆さんのご意見をルートごとにご紹介します。

問合せ　企画政策課

■ ■ 寄附金税制の拡充寄附金税制の拡充
1控除対象寄附金の拡大
●都道府県・市区町村が条例で指定
した寄附金が控除対象に追加さ
れます。
●所得控除方式から税額控除方式
となります。
●寄附金控除の控除対象限度額が
総所得金額等の25％から30％へ
引き上げられます。
●寄附金控除の適用下限額が10万
円から5,000円へ引き下げられま
す。

2ふるさと納税（都道府県・市区町
村に対する寄附金税制の見直し）
　ふるさと納税とは、「ふるさとを
大切にしたい」「ふるさとに貢献・応
援したい」などの気持ちを形にする
ため、都道府県や市区町村に対して
の寄附金を個人住民税所得割から
控除するものです。
　都道府県・市区町村に対する寄附
金のうち、5,000円を超える部分に
ついては、個人住民税の所得割のお
おむね1割を限度とし、所得税と合
わせて全額控除されます。

【適用時期】　平成20年1月1日以降
の寄附金から対象となります。
【手続方法】　寄附金の受領証明書
（領収書）を添付して管轄の税務署
へ確定申告が必要となります。
【税額控除の計算方法】
　①と②の合計額を個人住民税所
得割から税額控除します。
①〔寄附金の合計額－5,000円〕×10
％（都道府県・市区町村以外への
寄附金も含む）

②〔都道府県・市区町村に対する寄
附金－5,000円〕×〔90％－（０～
40％）〕
＊②の（０～40％）は寄附者に適用
される所得税の限界税率のこと
です。
＊②の額については、個人住民税所
得割の１割を限度とします。
＊対象となる寄附金の合計額は総
所得金額等の30％を限度としま
す。

寄
附
金
の
合
計
額

住
民
税
に
よ
る
控
除

所
得
税
に
よ
る

控
除

①基本控除額…寄附金額の10％
（都道府県・市区町村以外への寄附金も含む）

適用下限額　5,000円（寄附金から控除する金額）

②特例控除額…ふるさと納税
（都道府県・市区町村に対する寄附金）
※寄附金額の90％～50％
※個人住民税所得割の1割が限度

所得税の課税所得金額

所得税の限界税率

195万円

5％
10％

20％
23％

33％
40％

330万円 695万円

900万円
1,800万円

個人住民税の税制改正平成20年度

❶公募期間　12月 26日㈮必着
❷公募方法　はがき・FAX・市ホームページ市民満足度調査システム
　　　　　　　（応募の際には、氏名・住所・電話番号・年齢を記入）
○郵送先 : 〒 275 － 8601 習志野市鷺沼 1－ 1－ 1
　　　　　習志野市役所 企画政策課 コミュニティバス愛称公募係
○ F A X : 047(453)7368
○  http://www.city.narashino.chiba.jp/
❸愛称決定　平成 21年 2月下旬
　　　　　　広報習志野・市ホームページ等で発表します。

 京成津田沼駅ルート
1 位 ＪＲ津田沼駅への乗り入れ 46件
2位 ＪＲ新習志野駅への乗り入れ 32件
3位 藤崎３丁目児童遊園までの運行 27件
4位 谷津方面の運行 25件
5位 済生会習志野病院までの運行 19件
 京成大久保駅ルート
1 位 マラソン道路（習志野警察前）の運行 32件
2位 ＪＲ津田沼駅への乗り入れ 29件
3位 実籾駅ルートとの接続 19件
4位 習志野市役所への運行 11件
5位 ＪＲ新習志野駅への運行 11件
 実籾駅ルート
1 位 済生会習志野病院への乗り入れ 29件
2位 東習志野８丁目の運行 24件
3位 ＪＲ津田沼駅への運行 23件
4位 習志野市役所への運行 21件
5位 京成大久保駅ルートとの接続 16件

市民の皆さんにより親しみを持っていただくために、コ
ミュニティバスの愛称を公募します。

実証運行に対して寄せられたご意見

問合せ 市民税課平成20年度の税制改正では、ふるさと納税などの寄附金税制
の拡充および証券税制に関する改正が行われました。

■ ■ 証券税制の改正証券税制の改正

1上場株式等の配当および譲渡益
に係る軽減税率10％（市県民税３
％・所得税７％）が、平成20年12月
31日をもって廃止されます。

　平成21年1月１日以降は、本則税
率20％（市県民税５％・所得税15％）
になります。ただし、平成21年・22
年の２年間は、100万円以下の配当
および500万円以下の譲渡益の部分
について、軽減税率10％（市県民税
３％・所得税７％）が適用されます。

2平成21年１月1日以降の上場株式
等に係る配当所得は、総合課税と申
告分離課税が選択できるようにな
ります。
　また、配当所得と上場株式等に係
る譲渡損失との間で、損益通算がで
きるようになります。

愛 称 募 集

コミュニティバス ※
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、上
位
５
件
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　京成津田沼駅ルートについては、目標としていた運行経
費の半分を運賃収入で賄うことができる乗車人数ですの
で、本格運行に向けた準備を進めます。
　京成大久保駅と実籾駅ルートについては、徐々に乗車人
数が増えていますが、改善が必要な状況です。
　平成 21 年度からは、改善を図った新たなルート、新た
な運行計画で実証運行を行うために、現在、今までの実証
運行や各調査から得られたデータ、そして皆さんからいた
だいたご意見をもとに見直しを進めています。
　ご意見については、実現できるものと実現できないもの
がありますが、皆さんにより親しまれ、一層ご利用いただ
けるよう検討していきます。
※半月ごとの利用状況は、市ホームページに掲載しています。

広報習志野　2008.11.15
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広報習志野　2008.11.15

3 習志野市役所
☎（451）1151



住宅修繕
あっせん制度

市内の建築組合を通じて事業者をあっせんします。修繕・改装・増改築・付帯設備や室内
のバリアフリー修繕・耐震診断などについてご利用ください。
商工振興課

ひ
ろ
ば

　

10
月
7
日
、障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
あ
き
つ

園
で
、車
い
す
寄
贈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
車
い

す
は
、ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
習
志
野
第
2
団
が
集
め
た
缶

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
引
き
金
部
分
の
プ
ル
タ
ブ
を
も
と
に

購
入
。車
い
す
1
台
に
換
え
る
た
め
、自
分
た
ち
の
学
校

や
公
民
館
な
ど
で
プ
ル
タ
ブ
約
135
万
個（
り
ん
ご
箱
で

30
〜
40
箱
分
）を
収
集
し
ま
し
た
。

　
「
2
台
目
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
き
て
う
れ
し
い
。今
後
も

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
く
れ
た
大
島
く

ん
。あ
き
つ
園
の
大
塩
施
設
長
は
、「
団
員
や
協
力
し
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。団
員
の
中

に
は
当
園
で
学
習
経
験
が
あ
る
子
も
お
り
、こ
う
し
た

活
動
と
障
害
者
理
解
が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

問
合
せ 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
習
志
野
第
2
団
／
冨
川

　
　
　

 

☎（
4
5
2
）1
4
4
6

プルタブを集めて
車いすを贈ろう!!

　

10
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
。

会
場
と
な
っ
た
モ
リ
シ
ア
で
は
福
祉
機
器
の
紹
介
や
相

談
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
各
福
祉
団
体
に

よ
る
催
し
が
行
わ
れ
、た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。ま
た
、モ
リ
シ
ア
前
の
津
田
沼
公
園
で
も
、模
擬

店
や
バ
ザ
ー
、特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
越
中
お
わ
ら
節
踊

り
、ピ
ア
ノ
弾
き
語
り
な
ど
に
、買
い
物
客
が
足
を
止
め

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

問
合
せ 
保
健
福
祉
調
整
課

世代や障害を越えて交流を

会員の部
賞 部門 氏名

美術
会員賞

日本画 内田美佐子　水谷清

洋画

藺牟田逸子　小田木正美
田中道代　千葉三恵子
野村慶子　早水栄子
藤本節子　矢嶋桂子

工芸 河野貴　三代川幸雄

書 江島景翠　小林洋龍
髙杉恵葉　濵田真苑

写真 槌西嬉久代　鶴岡將次

公募の部
賞 部門 氏名

美術
展覧会賞

日本画 西倉保
洋画 渡邉美栄子
書 丸石螢艸
写真 根岸由松

市長賞

日本画 直塚ひろみ
洋画 東山孝幸
工芸 向日尚樹
書 國分和子
写真 遠山慎治

市議会
議長賞

日本画 内桶ヤイ
洋画 日ノ沢菊子
工芸 梶田敏夫
書 池田桃扇　小沢泉佳
写真 中島祥治

教育長賞

日本画 滝澤修

洋画 池田万里　岡澤一生
杉田英男

工芸 輿水節子

書
有田彩葉　大久保軒石
笹原綾花　佐藤蒼雲
髙橋雅泉　堀越通玄

写真 紺野勝弘　高宮貴彦

15回記念賞
賞 部門 氏名

15回記念賞＝
すべての作品の
中から各部門１
点を選出（審査
員を除く）

日本画 菊池松美
洋画 吉田紀子
彫刻 安田操
工芸 村上昭子
書 山形玉泉
写真 猪爪芳朗

奨励賞

洋画 石橋邦夫　井部テル
福島つや子　水口暁子

工芸 髙橋弘　田子敏雄
丸山真理子

書

太田雅博　岡田和雄
加藤龍恵　木内志龍
櫻田龍貞　建石陽子
細野真影　間瀬芙美子
三原晃子　三輪泰子

写真 秋山宗三郎　酒井丈夫
細谷雅男

新人賞

日本画 山内英子
洋画 本田保　湯浅スミ子
工芸 匝瑳俊雄　本田保

書 牛丸美石　後藤とみ子
千葉正恵　本間東香

写真 草部一慈　小柳芳樹
中田和子　日髙利春

学生
奨励賞

洋画 小宮山萌望　田久保美希
工芸 浜崎礼美

書 朝武絵梨子　中島千晶
山根美希

会員推挙
洋画

神崎瑛子　三橋稔
髙橋克美　野村利郎
日向文子　井上和彦
関戸文江

書 丸石螢艸　國分和子
池田桃扇

おめでとうございます

市
議
会
第
４
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

　

11
月
25
日
㈫
午
前
10
時
か
ら
市
役
所
６
階
議
場
で
開
か
れ
る
予

定
で
す
。
会
期
や
審
議
日
程
は
、
開
会
日
の
１
週
間
前
に
開
か
れ

る
議
会
運
営
委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
請
願
・
陳
情
は
、

11
月
21
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に
受
理
さ
れ
た
も
の
が
審
議
さ
れ
ま

す
。
本
会
議
は
、ど
な
た
で
も
傍
聴
が
で
き
る
ほ
か
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。

　

委
員
会
の
傍
聴
は
、
許
可
が
必
要
で
す
。
傍
聴
受
付
は
、
開
始

15
分
前
ま
で
で
す
。

　

審
議
日
程
、
請
願
・
陳
情
の
提
出
方
法
な
ど
は
、
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ 

議
会
事
務
局

  

お
知
ら
せ
の
凡
例

日
時　

場
所
・
会
場　

費
用　

対
象
者　

定
員

持
ち
物　

申
込
み　

問
合
せ市

役
所
よ
り

振
替
休
日
の
ご
み
収
集

11
月
24
日
㈪
は
振
替
休
日
で
す

が
、「
燃
え
る
ご
み
」の
収
集
が

月
・
水
・
金
曜
日
地
区
に
は
臨
時

収
集
し
ま
す
。
※
清
掃
工
場
へ

の
ご
み
の
持
込
み
不
可

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
課

☎（
４
５
３
）５
３
７
４

転
入
者
へ
の
保
健
福
祉
相
談

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
保
健

福
祉
に
関
す
る
相
談
は
、
健
康

支
援
課
ま
た
は
市
内
各
ヘ
ル
ス

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
お
受
け
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
広
報
習
志
野
毎
月
１

日
号
の「
保
健
だ
よ
り
」に
各
種

相
談
や
教
室
の
お
知
ら
せ
を
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○
妊
娠
中
の
人
・
１
歳
未
満
の
お

子
さ
ん
が
い
て
乳
児
健
康
診
査

が
済
ん
で
い
な
い
人
・
乳
幼
児
の

予
防
接
種
・
健
康
診
査
・
健
康
面

で
相
談
の
あ
る
人
は
、
市
役
所

４
階
母
子
健
康
手
帳
交
付
室（
随

時
）お
よ
び
ヘ
ル
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
電
話
予
約
制
）へ　

※
母
子

健
康
手
帳
持
参（
お
持
ち
の
人
）

○
健
康
診
査
や
が
ん
検
診
に
つ
い

て
知
り
た
い
人
は
、健
康
支
援
課
へ

○
前
住
所
地
で
介
護
保
険
の
認
定

を
受
け
て
い
る
本
人
ま
た
は
家
族

の
人
は
、
転
入
日
か
ら
２
週
間
以

内
に
お
住
ま
い
の
区
域
担
当
の
ヘ

ル
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

健
康
支
援
課

JR
津
田
沼
駅
南
口
地
区
の

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

〈
県
決
定
〉用
途
地
域

〈
市
決
定
〉高
度
地
区
、
防
火
・
準

防
火
地
域
、
都
市
計
画
下
水
道
、

都
市
計
画
公
園
、
都
市
計
画
道
路

3
・
4
・
8
号
線（
土
地
区
画
整
理

事
業
区
域
内
）、地
区
計
画

縦
覧
お
よ
び
意
見
書
提
出
の
期

間
＝
11
月
18
日
㈫
〜
12
月
2
日
㈫

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）た
だ
し
、11
月

29
日
㈯
・
30
日
㈰
は
市
都
市
計
画
課

の
み
実
施
※
消
印
有
効

市
内
在
住（
法
人
含
む
）・
利
害

関
係
の
あ
る
人
〈
県
決
定
〉県

都
市
計
画
課
、〈
県
・
市
決
定
〉市

都
市
計
画
課

市
都
市
計
画
課

JR
津
田
沼
駅
南
口
土
地
区
画

整
理
組
合
の
事
業
計
画

変
更（
1
回
目
）案
の
縦
覧

主
な
変
更
は
土
地
利
用
計
画
の

区
画
道
路
配
置
計
画
等
で
す
。

こ
の
事
業
に
関
係
の
あ
る
土
地

等
に
権
利
を
有
す
る
人
は
、
意
見

書
提
出
可

11
月
19
日
㈬
〜
12
月
２
日
㈫

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）た
だ
し
、11

月
29
日
㈯
・
30
日
㈰
は
実
施
※
12

月
16
日
㈫（
消
印
有
効
）ま
で
意

見
書
提
出
可

市
街
地
整
備
課

緑
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
決
定

小
学
生
が「
緑
」を
テ
ー
マ
に
自

由
な
発
想
で
描
い
た
作
品
737
点

よ
り
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
は「
緑
の
ふ
る
さ

と
基
金
」Ｐ
Ｒ
等
に
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

市
長
賞
＝
藤
崎
小
４
年

喜
入
奈
七
子

市
議
会
議
長
賞
＝
藤
崎
小
５
年

小
沼
愛
美

教
育
長
賞
＝
藤
崎
小
１
年

森
陽
兵

入
選
＝
屋
敷
小
１
年　

山
口
さ

く
ら
、
袖
ケ
浦
東
小
２
年　

小
林

明
日
香
、
鷺
沼
小
３
年　

坪
田
桃

実
、
香
澄
小
４
年　

赤
井
文
、
谷

津
小
５
年　

早
野
宏
菜
、
大
久

保
小
６
年　

豊
田
み
な
み（
敬
称

略
）佳
作
12
点
も
含
め
、
11
月
19

日
㈬
〜
12
月
３
日
㈬
に
市
役
所

１
階
ロ
ビ
ー
に
展
示

緑
の
ふ
る
さ
と
基
金
事
務
局

（
公
園
緑
地
課
内
）

平
成
20
年
住
生
活
総
合
調
査

10
月
１
日
に
実
施
し
た
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
に
回
答
い
た
だ
い

た
世
帯
の
一
部
を
対
象
と
し
て

11
月
24
日
㈪
〜
12
月
７
日
㈰
に

実
施
し
ま
す
。
調
査
員
が
伺
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

住
宅
課

　

す
ぐ
き
く
課
は
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
市
政
や
市

民
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
を
受
け
、

緊
急
対
応
で
き
る
よ
う
創
設
さ
れ
た
課
で
「
た
ら

い
ま
わ
し
を
な
く
す
」、「
す
ぐ
現
場
に
行
く
」、「
よ

く
話
を
聴
く
」
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

　

受
付
は
、
来
庁
し
て
直
接
お
話
す
る
の
は
も
ち

ろ
ん
、
電
話
、
F
A
X
、
お
手
紙
、
E
メ
ー
ル
な

ど
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
常
生
活
で
起
こ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、

そ
の
解
決
方
法
を
示
す
た
め
、
専
門
の
相
談
員
に

よ
る
法
律
相
談
・
税
務
相
談
な
ど
の
市
民
相
談
業

務
も
、
す
ぐ
き
く
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

法
律
相
談
・
税
務
相
談
等
の
市
民
相
談
業
務
の

予
約
・
問
合
せ
は
、
直
接
す
ぐ
き
く
課
ま
で
お
い

で
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
に
て
承
り
ま
す
。

問
合
せ　

す
ぐ
き
く
課　

☎
（
４
５
３
）
７
３
８
３

施設名 助成遊具
鷺沼こどもセンター カバくん
東習志野こども園 カバくん
大久保保育所 カバくん
菊田第二保育所 さくらんぼちゃん
本大久保保育所 ロッキンパッピー
向山幼稚園 ロッキンパッピー
藤崎幼稚園 カバくん
津田沼幼稚園 ロッキンパッピー
香澄幼稚園 ロッキンパッピー
屋敷幼稚園 トライアルラダー

こどもの健康と体力を増進させることを目的に㈶日本宝くじ協会
が行う ｢児童の遊び場に遊具を贈る事業 ｣から市内の保育所・幼
稚園・こども園・こどもセンターの以下の 10施設に楽しい遊具
の助成を受けました。

保育所・幼稚園等の保育所・幼稚園等の
10施設に遊具助成10施設に遊具助成

問合せ　こども保育課

第15回記念習志野市美術展覧会（市展）受賞者

～２台目のプレゼント
　ボーイスカウト習志野第２団～

～’08秋 福祉ふれあいまつり～

カバくん

ロッキンパッピー

問合せ
社会教育課

ご
寄
附
に
感
謝
し
ま
す

　

ま
つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、昭

和
46
年
か
ら
毎
年
の
よ
う
に
市
の
福
祉
・
子
育
て

支
援
と
し
て
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
る
株
式
会

社
小
出
ロ
ー
ル
鐵
工
所
へ
特
別
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

【敬称略】
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で
き
て
い
ま
す
か
？

〜
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
〜

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に

無
差
別
に
届
く
広
告
メ
ー
ル

な
ど
で
迷
惑
を
感
じ
て
い
ま

せ
ん
か
。
頼
ん
で
い
な
い
の
に

送
り
つ
け
ら
れ
る
迷
惑
メ
ー

ル
は
、
不
快
な
だ
け
で
な
く
さ

ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

 

ト
ラ
ブ
ル
事
例 

○
動
画
付
き
メ
ー
ル
が
送
ら

れ
て
き
た
の
で
、
受
信
し
た

だ
け
な
の
に
高
額
な
パ
ケ

ッ
ト
通
信
料
が
か
か
っ
た
。

○
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ
イ
ル

か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
た
。

○
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク
し
た

ら
、
有
料
サ
イ
ト
に
自
動
登

録
さ
れ
高
額
な
利
用
料
金

を
請
求
さ
れ
た
。

※
迷
惑
メ
ー
ル
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
規
制
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
利
用
者
も
積
極
的
に

自
衛
手
段
を
と
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

 

迷
惑
メ
ー
ル
を
防
ぐ
方
法 

○
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
複
雑

に
す
る
。

○
自
分
で
指
定
し
た
ア
ド
レ

ス
の
み
受
信
す
る
（
ま
た

は
受
信
し
な
い
）
設
定
に
す

る
。

○
発
信
元
偽
装
メ
ー
ル
（
な
り

す
ま
し
）
を
拒
否
す
る
。

○
迷
惑
メ
ー
ル
の
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
。

 

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に 

○
迷
惑
メ
ー
ル
は
開
か
な
い
。

○
メ
ー
ル
に
添
付
さ
れ
た
フ

ァ
イ
ル
を
開
か
な
い
。

○
メ
ー
ル
に
付
さ
れ
た
Ｕ
Ｒ

Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク
し
な
い
。

○
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を

利
用
す
る
。

※
自
分
の
機
器
を
守
る
だ
け

で
な
く
、
自
分
が
ウ
イ
ル
ス
メ

ー
ル
の
発
信
者
に
な
ら
な
い

よ
う
配
慮
す
る
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
は
、
契
約

し
て
い
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
や

携
帯
電
話
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
検
討
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

問
合
せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎（
４
５
１
）６
９
９
９

選
挙
管
理
委
員
の
就
任

選
挙
管
理
委
員
が
11
月
１
日
付

け
で
任
期
満
了
と
な
り
、
11
月
２

日
付
け
で
木
村
房
子
氏
・
佐
々
木

道
郎
氏
・
田
中
萬
藏
氏
・
長
谷
川

伸
一
氏
の
４
人
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会

講
座
・
催
し

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
、
対

象
は
一
般
、
参
加
費
無
料
、
申

込
受
付
順
で
す
。

普
通
救
命
講
習

成
人
の
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
、

気
道
異
物
除
去
、実
技
試
験
あ
り

12
月
９
日
㈫
・
19
日
㈮
午
前
９

時
〜
正
午

消
防
本
部
４
階

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
体
力

に
自
信
の
あ
る
人

各
日
15
人

筆
記
用
具

各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で

に
消
防
本
部
警
防
課
へ

☎（
４
５
２
）１
２
８
３

応
急
手
当
普
及
員
講
習

成
人
・
小
児
・
乳
児
の
心
肺
蘇
生

法
、Ａ
Ｅ
Ｄ
、気
道
異
物
除
去
等
。

事
業
所
等
で
指
導
が
で
き
る
資

格
を
取
得
。
実
技
試
験
・
筆
記
試

験
あ
り

12
月
19
日
㈮
・
20
日
㈯
・
21
日

㈰
午
前
９
時
〜
5
時

消
防
本

部
４
階

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
普
通
救
命
講
習（
A
E
D
取

扱
い
含
む
）修
了
者
で
、
全
日
参

加
で
き
、
体
力
に
自
信
の
あ
る
人

10
人

筆
記
用
具

12
月
12
日
㈮
ま
で
に
消
防
本

部
警
防
課
へ

☎（
４
５
２
）１
２
８
３

習
志
野
市
民
白
ば
ら
の

つ
ど
い

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
表
彰
。

防
災
・
救
急
講
演
、落
語（
三
遊
亭

円
窓
師
匠
）

11
月
29
日
㈯
午
後
1
時
30
分

〜
４
時

市
民
会
館
※
申
込
不

要
選
挙
管
理
委
員
会

子
ど
も
を「
暴
力
」や

「
い
じ
め
」か
ら
守
る
に
は

〜
Ｃ
Ａ
Ｐ
大
人
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

講
師
＝
Ｃ
Ａ
Ｐ
ぽ
け
っ
と

①
小
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
編（
小

学
生
の
親
な
ど
が
対
象
）＝
12
月

16
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午
②
中

学
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
編（
中
学
生
の

親
な
ど
が
対
象
）＝
12
月
20
日
㈯

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

サ
ン

ロ
ー
ド
津
田
沼
6
階

各
60
人

※
保
育
15
人
程
度（
2
歳
〜
就
学

前
）
筆
記
用
具　

動
き
や
す
い

服
装
で

女性の生き方相談
毎月第１・３金曜日、第２・４火曜日午前10時～４時※12月23日㈫は12月2日㈫に

変更 サンロード津田沼6階市民相談室 1日5人（予約制）
ステップならしの（男女共同参画センター）☎（453）9307

ス
テ
ッ
プ
な
ら
し
の（
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

☎（
４
５
３
）９
３
０
７

こ
ど
も
映
画
会

｢

楽
し
い
ム
ー
ミ
ン
一
家｣｢

ね

こ
ざ
か
な｣｢

た
ろ
う
の
お
で
か

け｣

※
上
映
作
品
は
都
合
に
よ

り
変
更
の
場
合
あ
り

11
月
22
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時

市
内
在
住

144
人（
15
人
以
上

の
場
合
は
事
前
に
申
込
み
）
小

学
生
以
下
上
ば
き　

飲
食
禁
止

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

☎（
４
７
６
）１
７
１
５

子
ど
も
講
座

わ
ら
べ
う
た
で
遊
ぼ
う
！

〈
藤
崎
図
書
館
主
催
〉

11
月
29
日
㈯
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

藤
崎
図
書
館

小
学

１
年
生
以
上

20
人

電
話
で
藤
崎
図
書
館
へ

☎（
４
７
５
）３
３
３
０

〈
谷
津
図
書
館
主
催
〉

11
月
29
日
㈯
午
後
２
時
〜
３
時

30
分

谷
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

小
学
１
年
生
以
上

30
人

電
話
で
谷
津
図
書
館
へ

☎（
４
７
１
）２
０
７
２

市
立
図
書
館

古
典
文
学
講
演
会

「
徒
然
草
の
世
界
」講
師
＝
和
洋
女

子
大
学
名
誉
教
授
／
鈴
木
正
彦
氏

12
月
６
日
㈯
午
後
２
時
〜
４

時

サ
ン
ロ
ー
ド
津
田
沼
６
階

60
人（
当
日
会
場
で
受
付
）

大
久
保
図
書
館

☎（
４
７
５
）3
2
1
3

ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

点
灯
式
＆
コ
ン
サ
ー
ト

ピ
ア
ノ
と
バ
イ
オ
リ
ン　

演
奏

＝
Ｍ
ｏ
ａ
Ｍ
ｏ
ａ（
ピ
ア
ノ
／
栗

原
茂･

バ
イ
オ
リ
ン
／
テ
イ
セ
ナ
）

11
月
22
日
㈯
午
後
４
時
〜
5

時
30
分（
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点

灯
式
は
5
時
〜
）
津
田
沼
１
丁

目
広
場（
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
津

田
沼
店
隣
）※
雨
天
決
行（
コ
ン

サ
ー
ト
は
ミ
ー
ナ
津
田
沼
１
階

ピ
ロ
テ
ィ
に
て
開
催
）

津
田
沼
１
丁
目
商
店
会

☎（
４
７
２
）８
３
５
５

お
正
月
レ
シ
ピ　

簡
単
！
現
代
風

少
量
お
せ
ち〈
企
業
局
料
理
教
室
〉

12
月
11
日
㈭
午
前
10
時
30
分

〜
1
時
30
分

新
習
志
野
公
民

館

市
内
在
住
の
18
歳
以
上

16
人

500
円

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

き
ん
・
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
※
保
育
な
し

12
月
３
日
㈬
ま
で
に
電
話
ま

た
は
F
A
X（
料
理
教
室
開
催

日
・
氏
名
・
住
所
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
）で
企
業
局
営
業
企
画

室「
料
理
教
室
」担
当
へ

☎（
４
７
５
）３
３
０
５

 

（
４
９
３
）８
９
８
９

マ
イ
カ
ー
点
検
教
室

自
動
車
の
構
造
・
点
検
・
整
備
と

そ
の
必
要
性

11
月
28
日
㈮
午
前
10
時
30
分

〜
３
時

習
志
野
商
工
会
議
所

Ａ
Ｂ
会
議
室

25
人
程
度

無

料（
昼
食
付
き
）　

軽
作
業
が
で

き
る
服
装
で

11
月
25
日
㈫
ま
で
に
千
葉
県
自
動

車
整
備
商
工
組
合
習
志
野
支
所
へ

☎（
４
６
７
）８
８
８
１

ぶ
ら
っ
と
観
察
会

「
ち
ょ
っ
と
派
手
カ
モ
!?
干
潟
の

カ
モ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」

初
心
者
向
け

12
月
13
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
0
時
30
分（
小
雨
決
行
）
小

学
生
以
上（
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
）
20
人（
要
予
約
）
100
円

（
保
険
料
・
資
料
代
）
筆
記
用

具
・
飲
み
物
・
帽
子
・
雨
具
、双
眼

鏡（
あ
れ
ば
）　

暖
か
い
服
装
で

谷
津
干
潟
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー

☎（
４
５
４
）８
４
１
６

第
60
回
人
権
週
間

ち
ば
ハ
ー
ト
フ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ

ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８

12
月
25
日
㈭
午
後
１
時
〜
４

時

千
葉
県
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル

１
，４
０
０
人

千
葉
県
健
康
福
祉
部
政
策
課

☎
043（
２
２
３
）２
３
４
８

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
よ
り

㈶
習
志
野
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会

☎（
４
５
２
）４
３
８
０

窓
口
受
付　

午
前
９
時
30
分
〜

電
話
受
付　

午
前
10
時
〜

〈
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
フ
ェ
ス
タ

習
志
野（
ダ
ブ
ル
ス
）〉

12
月
20
日
㈯
午
前
９
時
〜
５

時

東
部
体
育
館

市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
優
先（
バ
ウ
ン
ド
テ

ニ
ス
教
室
参
加
者
優
先
）
30
組

60
人

１
人
１
，０
０
０
円

室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル
・

飲
み
物
・
昼
食
・
着
替
え　

運
動

の
で
き
る
服
装
で

※
11
月
22
日
㈯
受
付
開
始

〈
富
士
吉
田
W
I
N
T
E
R 

C
A
M
P
〉

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
習

得
12
月
24
日
㈬
〜
26
日
㈮（
２
泊

３
日
）
富
士
吉
田
青
年
の
家
・

ふ
じ
て
ん
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト

市
内
在
学
の
小
学
４
〜
６
年
生

40
人

１
５
，０
０
０
円（
保

険
料
含
む
）※
リ
フ
ト
代
・
用
具

の
レ
ン
タ
ル
代
・
昼
食
代
は
別
途

負
担

〈
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
実
技
講
習
と
講

演
会
〉

12
月
７
日
㈰（
雨
天
中
止
）

※
申
込
不
要

●
実
技
講
習

時
間
＝
午
前
９
時
〜
正
午

秋
津
野
球
場

小
学
生（
女

子
）・
中
学
生

50
円（
保
険
料
）

グ
ロ
ー
ブ
・
運
動
靴
・
タ
オ
ル
・

飲
み
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
で

●
講
演
会

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り
方

講
師
＝
習
志
野
高
校
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
監
督
／
並
木
宣
男
氏

時
間
＝
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分

暁
風
館
２
階
会
議
室

指
導
者
・
保
護
者

そ
の
他

働
き
た
い
マ
マ
を
応
援
し
ま
す
！

○
再
就
職
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー

を
随
時
開
催
○
求
人
情
報
の

検
索
○
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
に
ベ

ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
配
置

ち
ば
仕
事
プ
ラ
ザ「
子
育

て
お
母
さ
ん
再
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
」（
千
葉
市
）

☎
043（
２
７
３
）４
５
１
０

平
成
20
年
度
原
爆
被
爆
二
世

健
康
診
断
の
実
施

原
爆
被
爆
者
の
実
子
で
、
県
内

に
住
所
を
有
す
る
受
診
希
望
者

※
申
込
多
数
の
場
合
は
昨
年
度
未

受
診
者
を
優
先

実
施
期
間
＝
平
成
21
年
３
月
10

日
㈫
ま
で

申
込
期
限
＝
平
成
21
年
２
月
10

日
㈫（
消
印
有
効
）ま
で

受
診
希
望
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
お
よ
び

被
爆
者
で
あ
る
親
の
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
被
爆
者
健
康
手
帳
番
号
を

記
入
し
、
封
書
で
〒
260-

8667
千
葉
市
中

央
区
市
場
町
１

－

１
千
葉
県
健
康
福

祉
部
健
康
福
祉
指
導
課
援
護
恩
給
室
へ

※
受
診
書
等
は
後
日
送
付
、
検
査

の
種
類
に
よ
り
一
部
自
己
負
担

が
生
じ
る
場
合
あ
り

☎
043（
２
２
３
）２
３
４
９

地球温暖化防止を市民活動にしよう！

　地球温暖化問題は今、待ったなしの状況で
あり、その解決に向けては、「地球規模で考え
足元から行動する」ことが求められています。
この機会に地球温暖化問題を考えてみません
か。皆さんのご来場をお待ちしています。

し
尿
収
集
問
合
せ　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設
課
・

茜
浜
衛
生
処
理
場
☎（
4
5
4
）6
9
1
1

12
月

日 収　集　地　区　　

  1日㈪ 東習志野1・2・3・4 / 本大久保3・4・5 / 鷺沼台3・4
  2日㈫ 東習志野5・6 /実籾 5 /大久保 1・2
3日㈬ 実籾1・5・6 /大久保 3・4 / 泉町 2
4日㈭ 実籾 1・2 / 大久保 4 / 新栄 1・2
5日㈮ 実籾 2 / 津田沼 1・3・4・5
8日㈪ 実籾 2 / 津田沼 6・7 / 谷津町 1・4 / 藤崎 1
9日㈫ 実籾 3・4　/東習志野 8　/藤崎 2
10日㈬ 藤崎 3
11日㈭ 東習志野 8　/藤崎 3
12日㈮ 東習志野 8　/藤崎 4
15日㈪ 屋敷 1 / 藤崎 5・6・7
16日㈫ 屋敷 1 / 鷺沼 1・2・3・4・5
17日㈬ 屋敷 2 / 鷺沼台 2
18日㈭ 屋敷 3・4・5 / 谷津 1・2・3
19日㈮ 屋敷 5 / 谷津 4・5
22日㈪ 屋敷 5 / 花咲 1 / 谷津 5
23日㈫ 天皇誕生日
24日㈬ 花咲 1・2
25日㈭ 実籾本郷 / 谷津 5・6
26日㈮ 実籾本郷 / 谷津 6・7

※
臨
時
し
尿
収
集
の
年
内
申
込
み
は
、12
月
25
日
㈭
午
後
4
時
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
年
始
は

1
月
5
日
㈪
か
ら
で
す
。
ま
た
、し
尿
収
集
の
年
内
最
終
日
は
12
月
26
日
㈮
で
す
。

問合せ　環境政策課

日時 11月30日㈰午前10時～4時30分
場所 市民会館

※公共交通機関をご利用ください
主催 習志野市・習志野市地球温暖化防止活動

推進実行委員会
内容 ●映画「不都合な真実」上映

　午前10時～
●解説独演会　午後1時40分～
　落語家・真打「林家時蔵」さんによる
　省エネ高座

●標語入選作品表彰式
●地球温暖化防止活動事例発表
●コーラス／吹奏楽
　（香澄小学校／藤崎小学校）
※アンケートにご協力いただいた人に
　粗品プレゼント

標語入選作品・地球温暖化
防止のパネル展示

同時
開催

 期間  11月21日㈮～12月4日㈭
 場所  大久保公民館ロビー

入場
無料

平
成
20
年
度

地球温暖化防止を考えるつどい

お詫びと訂正 11月1日号4ページらん外に掲載しました、「うつ病体験者による講演会」の問合せ先(習志野健康福
祉センター)の電話番号は☎(475)5151の誤りでした。お詫びして訂正いたします。 広報課

広報習志野　2008.11.15

6

広報習志野　2008.11.15

7 習志野市役所
☎（451）1151



男性のこころと
身体の健康相談

男性更年期、ストレスによる心身の不調について専門医が応相談　予約制・無料
12月11日㈭午後3時～5時 習志野健康福祉センター☎（475）5151 精神保健福祉相談

精神疾患や心の健康について精神科医が応相談　予約制・無料 12月3日㈬・24日㈬午後2時
～八千代市福祉センター、12月9日㈫午後2時～習志野健康福祉センター
習志野健康福祉センター☎（475）5151

保育あり
※要予約

さだまさし
アコースティック コンサート １8：00開演

1月23日（金）
2009年

完 売

習志野文化ホール自主事業ご案内

１4：0０開演
3月15日（日）

楽友合唱団
団員募集

オペラ・ガラコンサート
ヴェルディ 「アイーダ」抜粋 他

2009年

保育あり
※要予約

保育あり
※要予約

パイプオルガン＆サックス
コンサート

１4：00開演
全席自由
1，0００円

2月15日（日）
2009年

パイプオルガン／椎名雄一郎
サックス／長瀬正典

指揮者／田久保裕一
ソリスト／S:日隈典子　A:鈴木賀子　T:山田精一
　　　　 T:安藤純　Bs:藤平久志　Br:若林浩
管弦楽／習志野フィルハーモニー管弦楽団
合唱団／習志野文化ホール楽友合唱団
児童合唱／習志野市立津田沼小学校
バレエ／桜丘けい子ジャズダンススタジオ

習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
開
館
30
周
年
記
念
事
業

Ｓ：3,500円
Ａ：3,000円
B：2,500円

▼11月21日㈮
　発売
窓口10：00～
電話14：00～

発売中

※車いすで来館のお客様は事務室受付までおいでください。客席へご案内します。

12 月　主な催物

※未就学児童の入場はご遠慮ください。
■主催・問合せ/習志野文化ホール☎ (479)1212 〒275-0026 谷津1-16-1
http://www1.seaple.ne.jp/narabunh/

12月の休館日：3日㈬、10日㈬、17日㈬、24日㈬
年末年始休館日／12月29日㈪～1月4日㈰

日 曜 催 　　物　　 名 開演時間 入場方法

7 日 習志野フィルハーモニー管弦楽団
第 74回定期演奏会 14:00 全席自由　1,000 円

高校生以下　500円

14 日 県民芸術劇場・習志野文化ホール開館30周年記念
第 31回　習志野第九演奏会 14:00 A:3,500 円（完売）

B:3,000 円

18 木 フィンランド・ブラス 19:00 全席指定　4,500 円

19 金 NPO法人　東京ベイエリア　市民音楽大学講座
天満敦子　ヴァイオリン・リサイタル 19:00

S:4,000円
A:3,000円
高校生（Aのみ）
　2,000円
小中学生（Aのみ）
　1,500円

20 土 平成 20年度 TBSこども音楽コンクール
東日本優秀演奏発表会　中学生・器楽の部 10:30 自由

21 日 平成 20年度 TBSこども音楽コンクール
東日本優秀演奏発表会　小学生・器楽の部 10:30 自由

23 火 千葉工業大学吹奏楽部　第 19回定期演奏会 16:30 自由

25 木 アフリカン・エキスプレス 18:00 2,000 円
※当日 500円増

27 土 船橋市立船橋高等学校吹奏楽部
第 25回定期演奏会 16:30 A:1,500 円

B:1,000 円

お
い
で
く
だ
さ
い（
イ
ベ
ン
ト
）

※
費
用
の
記
載
の
な
い
場
合
は
無
料

■
文
化
講
演
会

習
志
野
捕
虜
収
容
所

〜
ド
イ
ツ
兵
が
演
じ
た
親
善
大
使
役
〜

12
月
6
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時
45

分　

サ
ン
ロ
ー
ド
津
田
沼
6
階

☎（
４
５
２
）２
６
５
０

習
志
野
市
国
際
交
流
協
会

■
と
き
め
き
の
一
品
展

11
月
30
日
㈰
午
前
10
時
〜
５
時

習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
４
階
ギ
ャ
ラ

Q介護保険料は、確定申告や市・県民税の申告の際、控除の対
象になるのですか？
A社会保険料として、税金の控除の対象に含めることができ
ます。来年の１月下旬に、平成２０年中に納付した保険料額に
ついて「習志野市介護保険料納付済額のお知らせ」を送付する
予定です。なお、事前に「習志野市介護保険料納付済額のお知
らせ」が必要な人（平成２１年１月１日前に亡くなられた人の
分は送付しませんので、必要とするご家族）は、介護保険課ま
でご連絡ください。
Q介護保険サービスを利用した際の費用も、確定申告や市・県
民税の申告の際、医療費控除の対象になるのですか？
A介護保険のサービス事業所から発行された領収書に、医療費
控除の対象となる金額が明記されている項目について医療費控
除の対象となりますので、領収書を申告書に添付してください。
Q介護保険料の還付通知書が届きましたが、手続きはいつま
でにすればよいでしょうか？
A介護保険料過誤納金（還付金）は、被保険者本人の転出、所得
更正、死亡等の理由により納めすぎた場合等に還付されるもの
です。該当する人には、還付通知書と申請書類を送付しますの
で手続きをしてください。併せて、年金を受給されていた人が
亡くなった場合は、年金保険者（社会保険庁等）への死亡届の提
出手続きも必要となります。なお、還付通知書が届いた日の翌
日から起算して２年を過ぎると時効により還付できなくなり
ますのでご注意ください。　　　　　　  問合せ　介護保険課

介護保険制度介護保険制度介護保険制度 Q&AQ&A

JCN船橋習志野、JCNプラスチャンネル・
デジタル11ch,アナログ9chで放送中!
放送時間12:10,18:10,22:10（各20分）

コミュニティバス実証運行中
～みんなで育てる地域のあし～

11月後半号 11月15日～30日放送

放送終了後
番組ビデオ・DVDを
図書館で貸出!

　

石
井
友
治
氏（
東
習
志
野
在
住
）

が
、
警
察
庁
長
官
・
全
国
防
犯
協

会
連
合
会
会
長
の
連
名
で
表
彰
さ

れ
る「
防
犯
栄
誉
金
章
」を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

石
井
氏
は
、少
年
補
導
員
、少
年

指
導
委
員
と
し
て
、
長
年
に
わ
た

り
少
年
補
導
活
動
や
風
俗
環
境
浄

化
活
動
に
取
組
み
、
そ
の
中
心
と

な
っ
て
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
少

年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
新
会
員

の
勧
誘
な
ど
後
継
者
の
育
成
に
寄
与
し
て
き
た
功
績
が
評
価
さ
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
石
井
氏
は
、
平
成
８
年
に「
銅
章
」、
平
成
16
年
に「
銀
章
」

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

防
犯
栄
誉
金
章
表
彰　

石
井
友
治
氏

リ
ー　

市
民
カ
レ
ッ
ジ
３
期
会
に

よ
る
絵
・
書
・
写
真
他

☎（
４
７
５
）４
５
９
６
鉄
島

■
今
日
輝
い
て　

私
の〝
い
の
ち
〞

私
の〝
う
た
〞（
音
楽
会
）

11
月
30
日
㈰
午
後
２
時
〜　

ゆ
う

ゆ
う
館　

当
日
１
，８
０
０
円（
前

売
り
・
80
歳
以
上
割
引
あ
り
）

☎（
４
７
５
）８
０
６
５

ま
ち
か
ど
N
P
O
笑
い
声
と
歌

な
か
ま
に（
仲
間
募
集
）

※
活
動
場
所
は
予
定

■
千
葉
連
功
の
会
谷
津

第
１
・
３
・
４
水
曜
日
午
後
１
時
〜

３
時　

谷
津
公
民
館　

入
会
金

１
，０
０
０
円
、
毎
回
300
円　

腹
式

呼
吸
に
よ
る
健
康
体
操

☎（
４
７
６
）２
１
６
９
山
根

■
秋
写
会（
写
真
サ
ー
ク
ル
）

第
２
・
４
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
さ
く
ら
の
家　

月
１
，０
０
０
円

市
内
60
歳
以
上
の
人
対
象

☎（
４
５
２
）７
０
５
９
鈴
木

■
大
久
保
俳
句
会

第
１
日
曜
日
午
後
１
時
〜
４
時

大
久
保
公
民
館　

月
550
円

☎（
４
７
５
）４
０
６
９
中
村

■
実
花
太
極
拳
の
会

第
１
・
３
木
曜
日
午
後
１
時
15
分

〜
２
時
45
分　

実
花
公
民
館

月
１
，5
０
０
円

☎（
４
７
９
）２
３
６
８
佐
野

■
琴
習
会（
大
正
琴
）

第
１
・
３
土
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午
、

第
４
土
曜
日
午
後
１
時
〜
３
時　

大

久
保
公
民
館　

入
会
金
１
，０
０
０

円
、月
２
，１
０
０
円

☎（
４
５
１
）０
４
４
３
鈴
木

おめでとうございます！

市では、火葬および祭壇の飾りつけなどを行っています。土・日・祝日（元日を除く）も受付けています。
ご家庭でご不幸が生じましたら、社会福祉課葬祭霊園担当までご相談ください。

葬 祭 事 業 の ご 案 内 問合せ　社会福祉課

事
件
や
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
へ

〈
各
種
電
話
相
談
窓
口
〉

犯
罪
や
交
通
事
故
の
被
害
に

遭
っ
た
被
害
者
や
遺
族
・
家
族

に
対
し
、
相
談
サ
ポ
ー
ト
コ
ー

ナ
ー
、
女
性
被
害
110
番
、
女
性

相
談
所
、
暴
力
団
相
談
、
少
年

セ
ン
タ
ー
で
応
相
談

〈
オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者
等

給
付
金
〉

オ
ウ
ム
真
理
教
が
起
こ
し
た「
地

下
鉄
サ
リ
ン
事
件
」等
で
亡
く

な
っ
た
方
の
ご
遺
族
、
障
害
が

残
っ
た
方
お
よ
び
傷
病
を
負
っ

た
方
に
給
付
金
を
支
給

千
葉
県
警
察
本
部
犯
罪
被
害

者
支
援
室

☎
043（
２
２
７
）９
１
３
１

千
葉
県
信
用
保
証
協
会
よ
り

千
葉
県
信
用
保
証
協
会

〈
夜
間
相
談
窓
口
〉

毎
週
水
曜
日
午
後
5
時
〜
7
時

30
分
に
、
経
営
改
善
・
新
規
開
業

な
ど
中
小
企
業
診
断
士
が
応
相

談☎
043（
２
２
１
）８
１
８
１

〈
経
営
支
援
室
〉

中
小
企
業
診
断
士
に
よ
る
経
営
、

金
融
相
談
あ
り
。
財
務
内
容
の
評

価
、
業
界
内
で
の
位
置
付
け
や
平

均
値
と
の
比
較
、事
業
再
生
な
ど

☎
043（
２
２
１
）８
１
８
4

http://www.city.narashino.chiba.jp/

市民満足度調査

トップページ>みんなの広場>かたりあい>市民満足度調査 
からアクセスしてください。

広報習志野等に関するアンケート調査です

問合せ　広報課

実施中12月10日㈬まで

インターネット
による

調査内容

◆祭壇の飾りつけ
　祭壇は、仏式・神式・キリスト教式、2段・3 段・5 段型が
あります。市内の自宅・集会所・寺院等へ伺って飾りつけ
をします。
◆霊きゅう車の運行
〈本市の霊きゅう車〉
　15人乗りマイクロバス型（火葬のための出棺のみ）
〈馬込斎場の霊きゅう車〉
　宮型・バン型
◆火葬と式場業務
　馬込斎場で行います。
　通夜・告別式の式場も利用できます。
　※馬込斎場を利用した場合の火葬料・霊きゅう車使用料・
式場使用料等は、葬家において現地で支払ってください。
◆葬祭扶助（助成）
　本市の葬祭事業を利用した場合、葬家への助成を行って
います。
▼助成の条件
市内に 1年以上住所を有し、住民基本台帳に登録または
外国人登録している人が死亡した場合

▼助成の内容
・寝棺、納棺品＝現物給付
・火葬料＝馬込斎場で火葬した人に限ります。
・霊きゅう車使用料＝本市および馬込斎場どちらの霊きゅ
う車を使用しても助成対象になります（馬込斎場で火葬
する場合の出棺に限る）。
▼添付書類
〈馬込斎場を使用した場合〉
「馬込斎場使用許可証」（斎場の押印のあるもの）と印鑑
〈他の火葬場を使用した場合〉
「死体火（埋）葬許可証」（火葬済みの証明のあるもの）と印鑑

※本市の葬祭事業を利用せず、かつ馬込斎場以外で火葬し
た場合でも助成制度がありますのでお問合せください。
◆本市葬祭事業を利用する場合の葬儀の流れ（参考）
①市民課へ死亡の届出…死亡診断書と届出者の印鑑を持参
して、「死体火（埋）葬許可証」の発行を受ける
②葬儀の準備…葬儀の日時と場所を決めて、社会福祉課で
祭壇・霊きゅう車などの葬祭事業の利用を申込む
③葬儀…通夜・告別式・火葬のための霊きゅう輸送
④火葬…馬込斎場で
⑤納骨
　葬儀後、祭壇使用料等の支払いや葬祭扶助費の請求を、
社会福祉課へ申込みください。

使用料金（平成20年度）

区分 市内居住
1年以上 市内居住1年未満

寝棺
無料
(市負担)

6.5号8,930円　6.25号7,930円　6号6,250円
　4号4,600円　　  3号3,600円　　　　

納棺品 790円
市霊きゅう車 4,063円

火葬料 葬家が現地
にて支払う
後日申請に
より扶助

15歳以上
3,700円

15歳未満
2,500円

死胎
1,200円

馬込霊きゅう車
(出棺のみ)

バン型(往路のみ)5,250円
宮型(往路のみ)8,920円

祭壇
仏式　神式　キリスト教式
5段型・3段型・2段型
1昼夜3,150円 (2昼夜4,720円 )

葬儀品 1,080円
位牌（大中上）400円

棺覆 6.5 号用600円　6.25号用480円　
6号用480円

棺布団 700円
六角仏一式 1,120円
墓標 1,500円

広報習志野　2008.11.15
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広報習志野　2008.11.15

9 習志野市役所
☎（451）1151



広報習志野は再生紙と環境にやさしい大豆油インクを使用しています

•保育所の入所申込受付
•発達障害ってどんなもの
•住基カード、電子証明書等

　　　　　　　　　ほか　　

習志野市
広報課

市の人口〒275-8601 習志野市鷺沼1-1-1　
☎ 047（451）1151 ㈹
FAX  047（453）9313
http://www.city.narashino.chiba.jp/

毎月２回 １日・15日発行

○総人口 ....... 160,154人　
○男 .................80,672人　
○女 .................79,482人　
○世帯数 ..........66,911世帯

H20.10.1現在
次号の予告
変更の場合あり

■■
市
内
市
内
２
人
目
！
エ
イ
ジ
レ
ス
章
受
章

２
人
目
！
エ
イ
ジ
レ
ス
章
受
章

　

今
年
９
月
、花
咲
在
住
の
新
井
田
晃
さ
ん

（
72
歳
）が
エ
イ
ジ
レ
ス
章
を
受
章
し
ま
し

た
。エ
イ
ジ
レ
ス
章
は
、年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず

自
ら
の
責
任
と
能
力
に
お
い
て
自
由
で
生
き

生
き
と
し
た
「
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
」の
実

践
者
に
内
閣
府
か
ら
贈
ら
れ
ま
す
。

　

新
井
田
さ
ん
は
40
代
の
こ
ろ
か
ら
マ
ラ
ソ

ン
を
始
め
、定
年
を
機
に
海
外
の
マ
ラ
ソ
ン

大
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。現

在
ま
で
に
60
回
以
上
の
国
際
マ
ラ
ソ
ン
大
会

に
出
場
し
、2
，5
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
走

破
。日
々
練
習
を
重
ね
活
躍
す
る
姿
は
同
世

代
の
人
た
ち
の
参
考
に
な
る
と
、全
国
に
紹

介
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■■
虚虚
弱
体
質
か
ら

弱
体
質
か
ら
健
康
な
身
体
へ

健
康
な
身
体
へ

　
「
今
年
も
ス
ペ
イ
ン
、マ
レ
ー
シ
ア
、チ
ェ

コ
、ア
メ
リ
カ
、ト
ル
コ
な
ど
を
走
り
ま
し
た
。

12
月
に
は
台
北
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
ま
す
」と

快
活
に
話
す
新
井
田
さ
ん
で
す
が
、青
年
時
代

に
は
虚
弱
体
質
や
胃
痛
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た

と
い
い
ま
す
。「
体
調
不
良
や
職
場
の
ス
ト
レ

ス
な
ど
心
身
と
も
に
弱
っ
て
い
た
40
代
の
時

に
、友
人
に
誘
わ
れ
て
、地
域
の
子
ど
も
た
ち

の
駅
伝
チ
ー
ム
指
導
を
始
め
ま
し
た
。子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
走
っ
て
い
る
う
ち
に
体
調
が

良
く
な
っ
て
き
た
。あ
あ
、こ
れ
は
マ
ラ
ソ
ン

が
効
い
て
い
る
の
だ
な
と
。今
で
は
病
気
な
し

で
す
」と
新
井
田
さ
ん
。現
在
も
毎
朝
15
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
を
走
り
続
け
て
い
ま
す
。

■
自
分
に
打
ち
勝
つ
強
さ
を

■
自
分
に
打
ち
勝
つ
強
さ
を

　
「
自
分
は
と
て
も
欲
深
い
人
間
な
の
で
す

よ
」と
新
井
田
さ
ん
は
笑
い
ま
す
。「
好
奇
心

旺
盛
で
、興
味
の
あ
る
国
に
行
き
た
い
。ま

た
、お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
に
恩
返
し
が

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
に
は
ま

ず
自
分
が
強
く
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」。

　

今
ま
で
に
は
、足
裏
靭じ
ん
た
い帯
の
故
障
を
抱
え

な
が
ら
大
会
に
出
場
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
い
ま
す
。「
体
調
が
良
く
な
い
時
や
雨
風
が

強
い
日
に
は
休
み
た
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。そ
れ
で
も
毎
朝
休
む
こ
と
な
く
走
り
続

け
ま
し
た
。マ
ラ
ソ
ン
は
自
分
と
の
戦
い
で

す
。自
分
に
打
ち
勝
つ
こ
と
で
、強
く
な
り
、

人
に
も
優
し
く
で
き
る
の
で
す
」。

■
国
際
交
流
も
好
き
で
す

■
国
際
交
流
も
好
き
で
す

　

英
語
教
師
時
代
も
含
め
125
カ
国
を
訪
問
、

大
会
で
は
現
地
や
他
の
国
か
ら
来
た
人
々

と
話
す
こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
だ
と
い
い
ま

す
。「
私
は
人
が
好
き
。海
外
を
走
り
な
が
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
と
話
す
の
が
楽
し
み
な

ん
で
す
。大
会
に
よ
っ
て
は
日
本
人
が
自
分

一
人
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、日
本
人

と
し
て
誇
り
を
持
っ
て
違
う
国
の
人
々
と
話

し
て
い
ま
す
。考
え
方
も
風
習
・
慣
習
も
マ

ナ
ー
も
違
う
人
た
ち
で
す
が
、こ
ち
ら
か
ら

偏
見
を
捨
て
て
心
を
開
い
て
接
す
れ
ば
心
を

通
じ
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
ず
は

隣
に
い
る
相
手
を
理
解
す
る
こ
と
か
ら
国
際

理
解
は
始
ま
る
と
思
い
ま
す
」。

■
心
豊
か
に
実
り
あ
る
人
生
を

■
心
豊
か
に
実
り
あ
る
人
生
を

　

マ
ラ
ソ
ン
以
外
に
も
、講
演
会
に
出
演
し

た
り
、習
志
野
市
あ
じ
さ
い
ク
ラ
ブ
連
合
会

ならしの

日　和日　和
マ
ラ
ソ
ン
で
健
康
と
喜
び
を
！

国
際
マ
ラ
ソ
ン
に
60
回
以
上
出
場

新に

い

だ
井
田
晃あ
き
ら

さ
ん

加
盟
の
花
咲
和
楽
会
の
会
長
を
務
め
た
り
す

る
な
ど
、地
域
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
「
毎
日
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

忙
し
く
て
1
日
24
時
間
じ
ゃ
足
り
な
い
く
ら

い
。退
職
し
て
か
ら
12
年
が
経
ち
ま
す
が
、

あ
っ
と
い
う
間
で
実
感
が
わ
き
ま
せ
ん
」。

　

は
つ
ら
つ
と
し
て
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い

新
井
田
さ
ん
で
す
が
、「
若
さ
の
秘
訣
は
？
」

と
尋
ね
る
と
「
年
齢
を
考
え
ち
ゃ
い
け
な
い
。

探
究
心
を
持
ち
、い
つ
も
前
進
し
よ
う
と
す

る
力
こ
そ
が
若
さ
の
秘
訣
」と
笑
顔
で
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。「
私
に
と
っ
て
マ
ラ
ソ
ン
は

健
康
で
あ
り
、喜
び
で
あ
り
、生
き
が
い
で
も

あ
り
ま
す
。80
歳
ま
で
走
り
続
け
る
こ
と
が

私
の
目
標
。こ
れ
か
ら
も
、ま
だ
訪
れ
て
い
な

い
国
を
訪
ね
、た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
と
も

に
走
り
続
け
ま
す
」。

　

新
井
田
さ
ん
の
よ
う
に
生
涯
を
通
し
て
熱

中
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
る
こ
と
は
、人
生

を
豊
か
に
彩
り
ま
す
。皆
さ
ん
も
探
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

1999 年ホノルルマラソンにて

エイジレス章受章　市長と
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